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事例 1：事務所 
 

●概要 
 
 南面・西面の窓全面を断熱性能の高い高性能複層ガラスへ改修

することにより、ビル全体の熱負荷を低減し、快適性の向上と
省エネ化を図る。 

 既存空調機を最新の省エネ高効率型空調機へ更新し、同時に室
内機のレイアウト改善、気流制御の導入により、空調容量のサ
イズダウンを行う。ムダをなくしながら快適性向上とさらなる
省エネ化を図る。 

 既存照明のＬＥＤ化により、省エネ、長寿命化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●改修内容と省エネ率 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

躯
体 

開口部 Low-E 複層ガラス（真空層）を南面、西面の全窓に採用 15*1 50.2 7.5 

小  計  7.5 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%) 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

設
備 

空調設備 
既設空調設備を最新の省エネ高効率機器に更新。室内
機配置改善、気流制御により空調容量をサイズダウン 

50*2 18.0 98.5 8.8 

照明設備 
既存照明器具（蛍光灯 1,001 台）のうち 832 台をＬＥＤ
照明へ更新 

20*2 69.2 91.0 12.5 

小  計  21.3 

合    計  28.8 

●外皮改修面積割合 

改修面積合計(㎡) 建物全体外皮面積(㎡) 外皮面積改修割合(％) 

488.1 （開口部） 3,756.1 12.9 

*1：みなし省エネ率 *2：みなしエネルギー消費割合 

〈対象建物〉 

建 物 用 途 事務所（自社・テナントビル） 

所 在 地 香川県 

竣 工 年 1984 年 

延 床 面 積 4,969 ㎡ 

階 数 地上 9 階/地下 0 階 

 

高効率型EHPへの更新や

室内機配置改善、気流制

御による空調容量削減 

・改修割合：98.5％ 

・省エネ率： 8.8％ 

照明設備の LED 化 

・改修割合：91.0％ 

・省エネ率：12.5％ 

事務室 

事務室 

事務室 

事務室 

事務室 

事務室 

Low-E 複層ガラスへの

更新 

・改修割合：50.2％ 

・省エネ率： 7.5％ 

省エネ率 28.8％ 

外皮面積改修割合 12.9％ 

 

ＢＥＬＳ ★★★★★ 
設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギ

ー消費量からの削減率 50％削減 

 

〈概略工程表〉 

工事項目 
年 
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事例２：病院・福祉施設 
 

●概要 
 
 竣工後 14 年以上を経過しており、効率低下によるエネルギー

消費の増加が想定される。屋上断熱の強化や高効率設備機器へ
の更新を行うことにより、エネルギー消費を削減し、省エネル
ギー化を図る。 

 建築物の省エネ性能の向上とともに、施設理念である「利用者
様の立場に立って質の高い最良のサービスを提供」するための
空間構築を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●改修内容と省エネ率 

改修項目 改修内容 
省エネ量 
（GJ） 

建物全体エネル
ギー消費量（GJ） 

建物全体 
省エネ率(%) 

躯
体 

屋根・外壁 屋根における断熱性能の強化（防水一体型断熱材の新設） 129 

16,182 16.0 

小  計  129 

設
備 

空調設備 低効率な既存空調設備（15 系統）を高効率空調設備に更新 1,438 

照明設備 既存蛍光灯（971 台）のＬＥＤ化 1,034 

小  計  2,472 

合    計  2,601 

●外皮改修面積割合 

改修面積合計（㎡） 建物全体外皮面積（㎡） 外皮面積改修割合（％） 

2,029.8 （屋根） 5,803.6 34.9 

 

  

〈概略工程表〉 

工事項目 
2018年 2019 年 

10 月 11 月 12 月 1 月 

躯体改修 屋上断熱工事     

設備改修 
空調設備工事     

照明設備工事     

 

〈対象建物〉 

建 物 用 途 老人保健施設 

所 在 地 横浜市 

竣 工 年 2004 年 

延 床 面 積 6,294 ㎡ 

階 数 地上 3 階/地下 0 階 

 

認知症治療室・デイルーム・談話室等 

一般療養室・レクリエーションルーム・会議室等 

事務室・診察室・サービスステーション・食堂等 

ＢＥＬＳ ★★★★ 
設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギ

ー消費量からの削減率 25％削減 

 

省エネ率 16.0％ 

外皮面積改修割合 34.9％ 

 

照明設備の LED 化 

・改修割合：96.7％ 

・省エネ量 ：1,034GJ/年 
屋上断熱 

・改修割合：83.2％ 

・省エネ量：129GJ/年 

高効率型 EHP への更新 

・改修割合：60.1％ 

・省エネ量 ：1,483GJ/年 
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事例３：学校 
 

●概要 
 
 屋根面の防水工事に合わせて断熱材を敷設し、断熱性能を強化

する。 

 北面の窓ガラスに日射調整フィルムを貼付する。 

 老朽化により機器効率の低下した空調機を最新の高効率空調
機に更新する。 

 蛍光灯設備を LED 照明に更新する。 

 空調工事、照明工事、日射調整フィルム工事は、閉園となる土
日に実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●改修内容と省エネ率 

改修項目 改修内容 省エネ率(%) 項目別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

躯
体 

開口部 北面の窓ガラスに日射調整フィルムを貼付 － 69.9  0.9*1 

屋根・外壁 屋上断熱防水及び駐車スペース天井への断熱材の敷設 12*2 67.2 8.0 

小  計  8.9 

改修項目 改修内容 
改修前ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費割合(%) 

分類別 
省エネ率(%) 

設備別の 
改修割合(%) 

建物全体 
省エネ率(%) 

設
備 

空調設備 
既設空調設備を最新の省エネ高効率機器に更新（室
外内機 2台、室内機12台） 

40*3 18.9 82.4  6.2 

照明設備 既存照明器具 216 台のうち 187 台をＬＥＤ照明へ更新 25*3 55.9 93.9 13.1 

小  計  19.3 

合    計  28.2 

●外皮改修面積割合 

改修面積合計(㎡) 建物全体外皮面積(㎡) 外皮面積改修割合(％) 

1,343.9 （屋根、駐車スペース天井） 1,991.2 67.4 

*1：日射調整フィルム貼付による冷暖房負荷削減量・増加量と空調機効率からエネルギー使用量削減量を想定して、建物全体省エネ率を算出 

*2：見なし省エネ率 *3：見なしエネルギー消費割合 

〈対象建物〉 

建 物 用 途 保育園 

所 在 地 横浜市 

竣 工 年 2006 年 

延 床 面 積 875 ㎡ 

階 数 地上 2 階/地下 0 階 

 

 

保育室、事務室等 

ＢＥＬＳ ★★★ 
設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギ

ー消費量からの削減率  20％削減 

 

省エネ率 28.2％ 

外皮面積改修割合 67.4％ 

 

屋上断熱、駐車スペー

ス天井断熱 

・改修割合：67.2％ 

・省エネ率： 8.0％ 
高効率型 EHP への

更新 

・改修割合 ：82.4％ 

・省エネ率 ： 6.2％ 

照明設備の LED 化 

・改修割合 ：93.9％ 

・省エネ率 ：13.1％ 

日射調整フィルム 

・改修割合 ：69.9％ 

・省エネ率 ：0.9％ 

〈概略工程表〉 

工事項目 
年  

駐車スペース（ピロティ） 
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